
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

五

七

七

号

い
わ
ゆ
る
飯
塚
事
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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い
わ
ゆ
る
飯
塚
事
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

一
九
九
二
年
二
月
二
十
日
、
福
岡
県
飯
塚
市
で
、
当
時
小
学
校
一
年
生
だ
っ
た
女
児
二
人
が
登
校
中
に
行
方
不
明
に
な
り
、

そ
の
後
、
同
県
甘
木
市
（
現
在
の
朝
倉
市
）
の
雑
木
林
で
殺
害
さ
れ
遺
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
い
わ
ゆ
る
飯
塚
事
件

に
お
い
て
、
当
時
五
十
二
歳
の
久
間
三
千
年
氏
が
逮
捕
さ
れ
た
。
久
間
氏
は
二
〇
〇
六
年
九
月
八
日
、
死
刑
が
確
定
し
、
二
〇

〇
八
年
十
月
二
十
八
日
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
三
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再

質
問
す
る
。

一

現
在
我
が
国
に
死
刑
囚
は
何
人
い
る
か
。

二

一
の
者
に
対
す
る
死
刑
執
行
は
、
ど
の
様
な
順
番
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
か
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
死
刑
囚
に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
順
位
を
定
め
た
執
行
時
死
刑
判
決
順
位
と
い
う
も
の
は
あ
る
か
と

問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
『
執
行
時
死
刑
判
決
順
位
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
死
刑
囚
に
対
し
て
は
、

死
刑
判
決
が
下
さ
れ
、
死
刑
が
確
定
し
た
日
に
ち
や
、
そ
れ
に
従
い
、
死
刑
が
執
り
行
わ
れ
る
順
序
を
定
め
た
何
ら
か
の
順

位
（
以
下
、
「
順
位
」
と
い
う
。
）
は
あ
る
か
。
確
認
を
求
め
る
。

一



四

久
間
氏
の
「
順
位
」
は
何
番
で
あ
っ
た
か
。
報
道
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
百
人
中
六
十
一
番
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
右
は
事
実
か
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、

�

久
間
氏
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
、
科
学
警
察
研
究
所
に
よ
る
鑑
定
の
他
に
、
石
山
�
夫
帝
京
大
名
誉
教
授
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
鑑
定
結
果
に
よ
る
と
、
久
間
氏
の
型
は
、
犯
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
血
痕
に
あ
る
型
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

�

政
府
、
特
に
検
察
庁
と
し
て
、
当
時
石
山
教
授
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
い
つ
依
頼
し
た
か
。

�

石
山
教
授
に
よ
る
鑑
定
は
、
い
つ
な
さ
れ
た
か
。

�

政
府
、
特
に
検
察
庁
と
し
て
、
当
時
石
山
教
授
に
よ
る
鑑
定
結
果
を
い
つ
知
ら
さ
れ
た
か
。

�

政
府
、
特
に
検
察
庁
が
石
山
教
授
に
よ
る
鑑
定
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
い
つ
か
。

�

政
府
、
特
に
検
察
庁
と
し
て
、
石
山
教
授
に
よ
る
鑑
定
結
果
の
公
表
を
遅
ら
せ
、
裁
判
所
側
に
促
さ
れ
る
形
で
よ
う
や

く
公
表
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

と
、
右
六
点
に
つ
い
て
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
死

二



刑
を
執
行
さ
れ
た
者
の
氏
名
等
を
除
き
、
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。
な
お
、
一
般
論
と
し
て
は
、

死
刑
の
執
行
に
際
し
て
は
、
法
務
大
臣
は
、
裁
判
所
の
判
断
を
尊
重
し
つ
つ
、
法
務
省
の
関
係
部
局
に
関
係
記
録
の
内
容
を

十
分
に
精
査
さ
せ
た
上
で
、
刑
の
執
行
停
止
、
再
審
又
は
非
常
上
告
の
事
由
の
有
無
、
恩
赦
を
相
当
と
す
る
情
状
の
有
無
等

に
つ
き
、
慎
重
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
等
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
、
死
刑
執
行
命
令
を
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
は
、
右
六
点
に
つ
い
て
何
ら
明
確
に
答
え
た
も
の
で
は
な
い
。
右
六
点
の
質

問
は
「
個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
」
で
は
な
く
、
単
純
な
事
実
確
認
で
あ
る
と
こ
ろ
、
政
府
に
お
い
て
は
曖

昧
な
答
弁
で
ご
ま
か
す
の
で
は
な
く
、
明
確
な
回
答
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


